
母の力を、県政へ。母の力を、県政へ。
「娘の命をつないでくださった県立病院、宗方・松が丘のみなさま、そして大分県民のみなさまに恩返しをしたい！」
この思いだけでここまで進んで参りました。働く母としての経験とパワーで、県議会に多様性と透明性をもたらします！

1. 女性の成長や活躍できる機会が限定的
2. 年収が低く、かつ正社員の壁は高い
3. 大分県の借金は、
　　　　　　県民一人当たり約100万円
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2013年３月 明治大学政治経済学部卒業
2014年８月 ロンドン大学・東洋アフリカ研究学院
 I FCELS修了
大使館やハウステンボスでは秘書を、グロービス経営
大学院、子どもの貧困に関するNPOではマーケター
として勤務。
シングルマザーとして「医療的ケア児」という病気を
抱えた６歳の娘を働きながら育てる。娘は、心臓移植
を待っている。
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1. 女性が働きやすい社会インフラを整えます！
　└ a. おおいた子育てほっとクーポン倍増
　└ b. 老親の家事代行クーポン発行
　└ c. ハラスメントを気軽に相談できる法的窓口の整備
2. 大分県の教育土壌を豊かにします！
　└ a. 社会人向けに条件付きの無利子の奨学金設立
　└ b. 第3の学びの場所（学習支援、フリースクール、居場所など）を支援
　└ c. 障がい者のキャリア教育の機会を拡充
3. 県の事業を厳しく監視！
　└ ビジネス、次世代のために持続可能な環境や社会の実現を　　
　　 踏まえ事業評価を実施

大分県のみんなの課題 こうやって解決します！ 

　└ c. ハラスメントを気軽に相談できる法的窓口の整備

続きはwebで！ で検索！しもがきゆみこ
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